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ホルス
市況相場は上場少なく上げ基調にて推移、産地相対相場も上げ基調継
続しており、国産牛価格の底上げ状況。
頭数の慢性的不足から産地メーカープレ値での取り合い、買付建値相場
上昇中。
生産者も生産コスト上昇していることから強気な交渉状況.
販売面も環境は不需要期だが、不足感強いため引き合いは強く切落し中
心に赤身モモウデ、バラ系さらには冷凍アイテムも問合せ多い。
年内は大幅な頭数回復は見込めず、相場高値安定の状況はしばらく変わ
らずか。

経産牛
北海道内の出回り頭数の減少基調は継続課題。
北海道外（本州）の地域も減少傾向深刻で、道内市場への買参人は日々
増加中しており生体輸送費コスト上昇でも、集荷課題クリアの意図から
購買欲は強気変わらず。
依然として相場は高値維持上昇が続いている。
販売面もパーツ不足感強く、赤身モモ,バラ系ロインも余剰無し。
加工原料としての冷凍アイテムも不足しており、バラ系やモモ赤身原料
確保に苦慮し不安感強まる。
挽材はパーツよりも深刻な不足状況続いており目先の在庫も底をつい
てきている。定期定量販売分も不安感強まっており、この先の情勢が読
めなくなりつつある。
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　十勝は、猛暑日が7月中続き、少雨高温で砂漠になるような気配です。ここに来てやっと雨も降り35℃超えもな
くなり一安心。朝の気温も20℃そこそこと熱帯夜にならずに過ごせています。峠を越えたのか一時なのか思案す
るところですね
　畑のデントコーンは早、穂を出し成長が止まってきました。干ばつのせいか、トウモロコシも身を守るために、早
めに実を付けたようです。昨年、シロザやイヌタデに負けていた有機の畑は、今年は一歩抜きんでて勝っています。
反２tしか取れなかった圃場は、貢献してくれそうです。
　牛たちも猛暑日では、立ちんぼでハウハウ言っていましたが、ここのところ気温の低下と共に落ち着いてきまし
た。今のところ1頭の事故もないです。残暑が来ないことを祈るばかりです。

活動のお知らせ
事務局会議 シンポジウム開催要項・e-びーふ認証制度改定案打合せ
日本産肉研究会第36回学術集会 岐阜大学 第Ⅲ会場（応用生物科学部棟１０３）定員１００名 
シンポジウムテーマ「今、国内の牛肉生産に求められていることとは？」 
【参加申込】
https://docs.google.com/forms/d/1bk_xJrEuW8wQ8jxR5H9NHeNnSlLUSneHuSZdpljdOLI/edit
第１２回北海道肉専用種枝肉共励会
第２２回資源循環型肉牛生産シンポジウム2025 北海道畜産公社 十勝工場

7/22(月)
9/15(月)
１３:００～１７:００

10/23(木)

農研機構 小型ドローン採算面積試算35ha6/30：利用が進む
閣僚会議 コメ増産に政策転換 価格安定対策は未定
7/2：主食コメ政策試行錯誤
農水省 「食と農をつなぐアワード」今年度から始動7/2：
農産物輸出5月が好調 緑茶倍増、牛肉５割増追加関税前
7/3：トランプ次第
アグリスマイル ＢＳ資材 全国で実証実験開始7/4効果検証
高温少雨各地で異変、野菜変色、作物枯れ、牛体調不良
7/5：変異が続く
老舗スーパー吉池 「備蓄米、輸入米取り扱いません」張り紙掲示
7/7：小売りの訴え
肥料市場が微増 主食米作付け増7/8：
米国 対日関税25％通告 輸出牛肉51％関税に7/9：相互に関税を
日中動物衛生検疫協定が発効 24年間ぶりに牛肉対中輸出が再開
7/12：
25年主食米56万t増 生産量735万t需給緩和進む
7/15：価格との取り合い
豚相場が高騰 900円超えの最高値 暑さで減頭7/17：牛肉に近づく
訪日外国人上期2000万人超え 最速7/17：
帝国データバンク 酪農業倒産上期ゼロ 乳価上げ経営努力7/18：でも
飼料米作付面積が半減5万ha 主食米に転換7/19:：ブランド化に限界

ドイツ国際研究グループ 放牧牛ヤナギ葉食べ有毒ガス減
7/19：自然で消化
熊本畜産流通センター ブランド和牛「肉ガチャ」好調7/22：自販機有効
農水省 コメ作況指数のずれ認める くず米名称変更
7/23：統計習字の信憑性
中酪 生乳受注量６月受託 北海道3.8％増ほか0.9％減
7/23：道内生産好調
オルテック 世界飼料生産量が1.2％微増１４億ｔ 最大の中国微減
7/23：家畜増
日米関税交渉合意 MA枠内米国産輸入75％増へ 牛肉２６％
7/24：時勢にのって
ＪＡ全農・全酪連ほか福島に共同乳製品製造会社設立 本州最大
7/26：乳用会社は足場強化
ファーマーズＨＤ(岡山) 民事再生申請 飼料費増が影響7/26：一角
帯広農高×満寿屋 エコフィード豚ソーセージ使用パン開発
7/28：食育一貫
野菜 記録的な猛暑の高温干ばつで品薄高7/29：温暖化対応農業を
欧州 記録的熱波で山火事頻発 農業に影響拡大
7/29：着実な温暖化一段と
網走 黒毛和牛グラスフェッドで「廻」ブランド化8/30：チャレンジ
コメの民間輸入が昨対４０倍に7/31：自分の首が絞まる
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ホームページ　http://www.e-beef.jp/　　E-mail：kanrikyo@e-beef.jp(事務局：花房 俊一)

資源循環型肉牛生産シンポジウム 2024 転載・再利用は固くお断りします

話題提供2. ｢活用事例　藤森商会と食の地域循環」 3回シリーズ②
藤森商会　代表取締役社長　藤森 康容 氏

左先生の畜産学研究NEWS

1.肉用牛研究会報(2025.6)
(原著論文)黒毛和種メス牛の初回発情月齢がその後の繁殖成績
に及ぼす影響(西寒水将他、酪農学園大)
　大学内肉牛農場の黒毛和種♀子牛39頭の初回発情月齢を6-9、
9-11、11ヵ月齢以上の3群に分け、繁殖成績を8年間調査しました。そ
の結果、3群の平均初発情月齢は8.3、10.1、11.4か月齢で、初回交配
月齢は凡そ14ヵ月齢、3産の子牛の生時体重は33.1-40.2kgになり
ましたが、5産次までの分娩月齢や妊娠期間、受胎率などに差はなく、
繁殖成績に初回発情の月齢の違いは影響がないものと思われました。
2.畜産技術841号(2025.6) 
(1)技術情報:鳥取産黒毛和種牛肉における粗脂肪含量相対値の
調査(西村雅美、鳥取県畜試)
　黒毛和種牛の育種改良は脂肪交雑重視から新たな食味性評価の
指標へ変わり、粗脂肪と多くの呈味成分や加熱香気を生成する
アミノ酸を持つ粗タンパク質のバランスと食味性との関連を評価
するためBMS値毎の粗脂肪含量推定値の平均値と標準偏差から
粗脂肪含量相対値(RFV)を求めました。RFVと枝肉形質の単相関では
オレイン酸だけが負の遺伝相関を示していました。RFVの遺伝率は
0.333で、RFVは脂質とタンパク質のバランスを客観的な判断指標
として食肉の食味性を検討できると思われました。
(2)国内情報-1: 和牛の肉質－おいしさをめぐる課題と展開方向－
2、(入江正和、家畜改良センター)
　和牛肉の風味は呈味と香りを同時に感じさせるものですが生体を

構成する脂肪は殆どが中性脂肪の巨大分子で味覚細胞受容体と
結合できず風味が判りません。タンパク質もアミノ酸やペプチドの
小分子に遊離すると受容体と結合してうま味を刺激します。不飽和
脂酸のオレイン酸も遊離し、指数化することで、甘い香りや和牛香の
官能評価2次曲線に適合されます。和牛のおいしさという人間の
感覚と置かれた環境やその官能評価を肉の物質的特性を画像解析
して得られる小ザシ評価には光学的評価を導入することの必要性が
示唆されています。
3.畜産技術842号(2025.7)
(1)特集:食料・農業・農村基本計画と今後の技術開発の方向－
(2)家畜改良増殖目標-肉用牛(中村主貴、農水省畜産局 畜産振興課)
　肉用牛の畜種別研究会では脂肪交雑の取扱、繁殖性と飼料利用性の
向上短期肥育と早期出荷そして遺伝的多様性の確保などが議論され、
年々上昇する脂肪交雑は数値目標から外す、不飽和脂酸(MUFA)
などの生産性に関わる歩留まり基準値の検討、年一産の分娩間隔の
短期化、脂肪交雑の能力集中化と遺伝的多様性確保のバランス、
などの議論から黒毛和種、褐毛和種および日本短角種に令和17年
までの新たな数値目標を決定しました。日齢枝重は凡そ5・600g、
脂肪交雑±0,初産月齢25.3ヵ月、分娩間隔12.5ヵ月、和牛子牛の
飼養頭数290万頭です。


